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少子高齢化で変化する地域社会に対処するため、多様な支え合いや支援体制を 

整え、市民が健康で安心できる暮らしの実現を目指します。 

育 む やさしさと故郷の誇りを育み、人が育つまちをつくる 

創 る 賑わいと輝きを創り、活力あるまちをつくる 

広げる いきいきした地域を広げ、笑顔あふれるまちをつくる 

議事（１）基本構想（素案）について 

村上市総合計画基本構想（素案） 

 

１．まちの将来像 

 目指すまちを分かりやすくイメージできるよう表したものです。キャッチコピー的な要 

素もあります。 

 

①やさしさと輝きに満ちた「笑顔のまち村上」 の継続 

 

２．まちづくりの基本理念 

 市民や行政がまちづくりを進めていくうえで大切となる基本的な考えや心構えを示した 

ものです。村上市市民憲章にも取り入れています。 

 

 ①「育む」「創る」「広げる」 の継続 

 

 

 

 

３．まちづくりの基本目標 

まちの将来像を実現するための取り組みについて、分野ごとに基本的な方向性を示した 

ものです。 

 

①６つの基本目標 

 

(1) いきいき元気な笑顔輝く、支え合いのまちづくり 

 

 

 

（イメージ）健康 医療 子育て 高齢 介護 障がい 福祉  
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本市の豊かな自然や美しい景観を守りつつ、利便性と安全性の高い調和のとれ

たまちを目指します。 

基盤整備や担い手確保を図りながら、時代に即した多様なニーズへの対応や地

域の活性化支援により、本市経済の好循環と魅力の向上を目指します。 

自然災害をはじめ、環境や社会の変化に伴って発生する様々な危険を未然に防

止する体制を整え、市民の安全・安心な暮らしづくりを目指します。 

歴史・文化・伝統行事など全国に誇れる郷土の宝を守り伝えながら、地域一体と

なった郷育
さといく

の推進により、優れた人材の育成や豊かな地域づくりを目指します 

市民ひとりひとりが活躍する機会と気運を高め、本市のポテンシャル（能力）の

最大化と持続・成長するまちを目指します。 

 

(2) ひと、まち、自然が調和する、美しい定住のまちづくり 

 

 

 

（イメージ）自然 環境 エネルギー 衛生 公害 上下水道 河川 港湾 道路 

 交通 市街地 景観 居住 空き家 

 

 

(3) 産業が創る地域の誇り、活力みなぎる賑わいのまちづくり 

 

 

 

（イメージ）農業 林業 水産業 商業 工業 観光 就業 雇用   

 

 

(4) いのちと故郷を絆で守る、安全安心なまちづくり 

 

 

 

（イメージ）消防 救急 防災 防犯 交通安全 

 

 

(5) 伝統と文化を育む、すこやか郷育のまちづくり 

 

 

 

 

（イメージ）学校教育 生涯学習 文化 芸術 スポーツ 

 

 

(6) ひとりひとりが活躍する、市民が主役のまちづくり 

 

 

 

（イメージ）平等 多様性 人権 国際交流 市民協働 広報 デジタル  

行政運営 広域連携 
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４．重点戦略 

まちの将来像の実現に向け、特に重点的・優先的に取り組むもの（計画）です。 

 

①総合戦略 

人口減少する地域社会に対処し、地方創生や持続するまちの実現を目指した計画で 

す。 

②行政改革大綱 

効率的な行財政運営や効果的な行政サービスを講じることにより、コストと効果の 

最大化を目指す計画です。 

 

 

５．土地利用構想 

 市民生活や環境、産業的な要件から、今後の土地利用の基本的な考え方や方向性を示 

します。 

 

①市街地圏域（村上、荒川地域） 

平野部において、居住地や就業地のほか、商業、医療、教育、文化などの都市 

機能が集積【市街地エリア】 

②生活圏域（神林、朝日、山北地域） 

  平野部や山間部、海岸部において、中小規模の集落が形成【海岸部及び中山間 

部の自然豊かなエリア】【平野部の水田を主とした農業中心エリア】 

 ③広大な面積に小さな集落が点在 

 ④日本海沿岸東北自動車道の延伸 

⑤ネットワークによるつながり 

 

 

６．デジタル変革への対応 

 先進技術の導入が様々な分野に広がれば、大きな社会変革が加速度的に進む可能性があ 

るため長期的展望を示します。 

  

 ①ボーダレスな（境界が無くなる）環境を力にする 

   距離や時間などのハンディキャップの緩和 

 ②サービスの必要性を見極める 

   メリットとデメリットを比較しながら、真に必要なものを選択 

 ③誰もが安心してデジタルの力を使える未来を創る 

   誰もがメリットを享受できる環境を目指す 


